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新しい小型デバイスの出現により、無線画像通信

量は2014年までに倍増することが予想される。マ

ルチビュービデオ技術は、臨場感のある新しい経

験をもたらすと同時に、大きなビットレートが要

求される。この研究では、無線マルチビュービデ

オシステムの実現を目指している。

やくにたつのは？
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この研究は多次元動画の圧縮と無線伝送に注目し

ており、特にⅰ）マルチビュービデオの効率的な

圧縮、ⅱ）ビデオコミュニケーションにおける近

隣ユーザ同士の協調、ⅲ）インタラクティブな画

像体験のためのビデオカスタマイズの３点をサブ

テーマとしている。

どんな研究？

目標：奥行き画像を基にしたレンダリング(DIBR)のためのテクスチャと奥行き画像圧縮
課題：● 空間的及び時間的相関関係の活用し、圧縮する

● 奥行き画像と合成画像の歪みにおける関連性の解明
● ビデオフレーム構造での画像切り替えの簡易化

現在の状況：
● インタラクティブなマルチビュー・ビデオストリーミングのための最適なフレー

ム構造の設計、I-、P-、分散型ソースコーディング(DSC)フレームの利用、伝送
率とストレージの交換

● テクスチャ及び奥行き画像のための、能率的なビット配分アルゴリズム
● 奥行き画像をsparse representationにし、符号変換の圧縮率を向上する

目標：近隣ユーザ同士の協調がもたらす、無線による損失の回復とリソースの分配
観察：● 無線伝送は、多数の近隣ユーザが同時に受信できる

● 異なるユーザは、 異なる時間帯でチャネル状態が悪くなる可能性が高い
● 主要アイディア： 近隣ユーザ同士の協調を導き出す

現在の状況：
● 近隣ユーザ同士の強調による、データの修復(CPR)、ad-hoc 802.11

ネットワークにおける最適化されたネットワークコーディングの利用
● WWAN ビデオストリーミングにおけるCPR-aware joint source / channel coding

● テクスチャと奥行き画像をマルチキャストし、異なるビューの修復

目標：ユーザのフィードバックに基づく、リアルタイムでのストリーミングコンテン
ツのカスタマイズ

課題：● アプリケーション依存のカスタマイズ
● 遅れを避けるためにユーザのフィードバックを予測する

現在の状況：
● コミュニティ・ストリーミング：ビデオストリーミングの共有による、インタラ

クティブなビジュアルオーバーレイ
● ビデオストリーミングにおける、ROIを基にしたビット配分のためのリアルタイ

ムでのユーザ視線予測

マルチビュービデオの効果的な圧縮

インタラクティブな画像体験のためのビデオカスタマイズ

ビデオコミュニケーションにおける近隣ユーザ同士の協調


